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保護者　様

菊陽中部小学校　
校長　佐賀　宏基

　　　学校における新型コロナウィルス感染症予防対策について（お知らせ）
　３月から約３カ月間の長期にわたる臨時休業（休校）中、保護者の皆様には多大な御協力をいただいたことに心から御礼申し上げます。ありがとうございました。
　さて、６月１日（月）より学校が再開されることとなりました。子どもたちの安心、安全を最優先にしながら、心と体のケアや学力の保障に全職員、全力で取り組んでいく所存です。
　しかしながら、新型コロナウィルス感染症の完全収束の兆しはなかなか見えてきません。そんな中、学校が再開されることについて、保護者の皆様に様々な不安やご心配があられることと考えております。
　つきましては、学校として下記の通り新型コロナウィルス感染症感染予防のための対策を講じ、子どもたちの安心、安全を最大限確保していきます。
　なお、新型コロナウィルス感染症予防のためには、学校と御家庭とが連携協力していくことが大変重要であると考えます。学校での対策を御理解いただくとともに、保護者の皆様の御協力をお願いします。

記
　【授業・休み時間について】
　　１　授業中は窓を２カ所以上開け、常時換気を行います。休み時間も教室両側の窓を全て５分以上開けて換気を行います。
２　当分の間、話し合いの授業等子どもたちが密接に関わる形態の授業は行いません。子どもたちが密接に関わるような体育等の種目は延期します。学年全体等、大人数が集まるような学習も控えます。
　　３　休み時間の子どもたちの密接な関わりをできるだけ少なくなるように指導します。


　【子どもの健康状態の確認】
　　１　登校し学習道具を教室に置いた後に、全員手洗いを実施させます。
２　朝の健康観察で、健康観察カード等を活用し児童の健康状態を確実に把握します。万一、家庭での検温が行われていない場合は、学校で必ず測定します。
　　３　学校で発熱や咳等の症状が見られた場合は、別室に待機させ、速やかに保護者と連絡を取り、下校させる等の対策を行います。
　【その他予防対策】
　　１　全ての教室に子どもたちのためのマスクとアルコール消毒液を常備し、職員も全てマスクを着用します。
　　２　１日１回以上教室内、トイレ、階段や玄関の手すり等の消毒を行います。
　　３　給食時は、手洗いうがいを徹底します。また、全員が前を向いて食べるようにします。
　　４　放課後もできるだけ密集、密接、密閉を避けて過ごすように指導します。（友達の家に多人数で集まりゲームをするようなことを控える　等）
　　
　【ご家庭へのお願い】
　　○毎朝、検温をお願いします。３７度以上の熱があった場合は、登校せずにご家庭で安静に過ごしてください。
　　○発熱、咳、息苦しさ、だるさなどの症状がある場合は、登校せず家庭で安静に過ごしてください。学校は出席停止扱いとなります。
　　○ご家族等に長期間の発熱者や感染が疑われる症状が発生した場合は学校にご連絡ください。
　　○学校への登校に不安や心配がある場合は、保護者の同意のもと欠席することも可能です。その場合も出席停止扱いとなりますので、学校へご相談ください。
　　○マスクの着用を忘れて登校した場合は学校備え付けのマスクを使用させる予定ですが、学校備蓄のマスクが残り少なくなっております。布マスクを活用するなど御協力をお願いします。
　　○万一、児童、保護者、職員等の学校関係者に感染者が出た場合は、休校等の措置が行われる場合もあります。
○その他、ご不明な点等ありましたら、遠慮なく学校にご連絡ください。

【連絡先】
　　担当　教頭
　　２３２－２００１
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